
発
行
財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
船
煎
財
団

＿ふ
},
8
61
1
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
,
li
6
0
4
5
窃
，2
1
7
1
（直、近
）
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箱根湯本

▲明治25年6月に関寛初の水力発霞所が、いまの吉池旅館の地に設

醤され、200灯を点じました。これを紹介する明治27年刊行の銅版

画ですが、左下には、 馬車鉄道や馬屋、郵便て信局なども描かれています

な

が

わ

産

業

遺

産

物

語

明
治
二
十
年
に
東
海
道
線
が
横
浜
か
ら
湘
市
の
各
駅
を
経
て
国
府
津
ま
で
来
る
ど
、

翌
年
に
は
馬
車
鉄
道
が
箱
根
湯
木
と
結
び
、
三
十
三
年
馬
車
鉄
は
路
面
電
車
に
変
わ
り
ま
す
。

鉄
路
の
伸
延
の
後
を
追
っ
て
、
旅
館
や
別
荘
が
、
海
辺
に
、
山
の
上
に
で
き
て
い
き
ま
し
た
。

一
県
西

・
湘
南
編
】

表
紙
／
小
田
魚
雷
鋲
の
籾
代
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

S
E
3
 0
0
 
0
形
。
県
西
、
湘
南
を
疾
走

し
ロ
マ
ン
ス
を
掻
き
立
て
ま
し
た

裏
表
紙
／
箱
根
宮
ノ
下
の
宮
士
屋
ホ
テ
ル

は
泊
ま
っ
て
楽
し
む
近
代
化
産
業
遺
産

鉄
逍
史
学
会
会
貝

か
な
が
わ
の
西
部
に
は
天
下
の
瞼

．

箱
根
山
が
そ
び
え
、
ま
た
海
岸
沿
い
に

は
平
地
も
少
な
い
た
め
、

東
か
ら
乎
野

を
進
ん
で
き
た
交
通
路
に
と
っ
て
、
昔

か
ら
の
難
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
関
東
と
関
西
を
結
ぶ
鉄
道

の
幹
線
を
通
そ
う
と
す
れ
ば
、

こ
こ
を

越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

線
路
は
野
を
越
え
山
を
越
え

鉄府 にわ年通
道津そ神りのじ横
も 1 の 戸 で こた浜
走箱間ま 静 とのか

晶根ので岡ではら

湯ゅ．明のに‘明坪

と固t竺羞門犀門化
;、で［が‘後十『

す小
完そに＾で
のは ・-

。田に
年成
し年御八・ヽ ．． 

原 はま
閃

馬‘し？量危』
車国たちま-が

゜＠近代化産菓遺産は経済産業貨が平成19年度に取りまとめました

-..~.~ 畜，
▲早川緑地と箱根湯本。駅を出る小田急ロマンスカーは新型のVSE50000形

▼早JIIと須雲川の合流地点から早川の上流を見た手彩色写真。 中央に駅舎。上
の銀版でいうと左から右を眺めた位置関係です。2図とも箱根町立郷土資料館蔵

のと のた →
士． あ酒~-国 この鉄
をり~),,府とは道
走 ‘小津で明唱
るこ田おし治歌
馬の原るた 三 '-
屯馬とれが十の
鉄屯ほぱ‘二、

？ぷ念靡~ :::::: 』
とうずあに九組
での りは 0 が
しはて

な贋
〇 作
...__,, ら

年れ

和
久
田
康
雄

か
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▲◄箱根登山ケープルカーの今昔。当初は特等と

→可
並等に分かれていました。箱根湯本～強羅問9.9

,i:! （ キロを登山電車で30分、強羅～早震山間の1.2キ
口はケーブルカーで10分、 早雲山～桃源台間4キ
口はロープウェイ（左上）で26分。箱根は、温泉と自
然のほかに乗り物でも人びとを楽しませてくれます

•◄ ,f藩習•Rの今昔。⑮の
絵ハガキは、昭和初期の頃

の停車場の姿と思われます。

＊箱根町立郷土資料館所蔵

はも）

...◄ 上大平台信号所の今昔。
3回のスイッチパックにより、

到着時の車両の前後は発車

時とは反対になります（＊）

~-

箱
根
登
山
鉄
道
の
誕
生

同
府
沖
ー
湯
本
間
の
馬
車
鉄
道
は
社

名
を
小
田
原
電
気
鉄
道
と
改
め
て
、
明
編正

5

治
二
十
三
年
か
ら
は
路
面
電
車
に
変
わ
の

り
、
鉄
追
咀
歌
も
、
「
国
府
津
お
る
れ
大
し

ば
電
車
あ
り
」
と
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
麟
峠

こ
の
地
卓
が
大
き
く
変
身
す
る
の
は
膵
匂芦

大
正
八
ー
九
(
-
J
L
―
九
ー
ニ
0
)
年

の
こ
と
。
ま
ず
、
箱
根
湯
本
|
強
羅
間

明
刊

に
登
山
電
車
が
走
り
出
し
、
国
鉄
が
東

避
醤
を
丹
那
ト
ン
ネ
ル
ま
わ
り
に
す
曰
眸

る
た
め
国
府
津
ー
小
田
原
間
を
熱
海
線
写
即

[-

と
し
て
開
業
す
る
と
、
同
じ
区
間
の
路

面
電
車
は
廃
化
さ
れ
ま
し
た
。

言

鉄
道
は
急
坂
が
苦
手
で
す
が
、

こ
の

品

登
111電
車
は
各
車
に
モ
ー
タ
ー
の
付
い

た
謡
卓
と
い
う
利
点
を
生
か
し
て
、
H
炉

本

一
の
急
こ

‘ieを
上
り
下
り
す
る
も
臼
直
．
．
 

の
。
途
中
の
三
カ
所
に
は
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

t
ほ

ク
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
箱
根
山
へ
入
る
に
は
国
鉄

で
小
田
原
ま
で
、
路
面
霞
車
で
湯
本
ま

で
、
そ
し
て
登
山
電
車
で
強
羅
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
正

十
年
に
は
頭
羅
か
ら
先
の
ケ
ー
プ
ル
カ
ー

も
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
箱
根
湯
本
発
だ
っ
た
登
山
電

車
（
社
名
も
箱
根
登
山
鉄
道
と
な
る
）

は
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
か
ら
小

田
原
が
始
発
と
な
り
、
路
面
電
車
は
小

田
原
市
内
だ
け
を
走
る
形
で
残
さ
れ
ま

し
た
が
、
戦
後
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

小
田
原
|
箱
根
湯
本
間
で
も
う
一
っ

珍
し
い
点
は
、
小
田
急
電
鉄
の
列
卓
を

乗
り
入
れ
さ
せ
る
た
め
に
昭
和
二
十
右

年
か
ら
ゲ
ー
ジ

（レ
ー
ル
内
側
の
寸
法）

や
架
線
の
電
圧
を
小
田
急
に
合
わ
せ
た

こ
と
で
す
。

5
 



一

豆相人車鉄道
▲石橋の辺りをいく人車鉄道、 1-2人力で押した。Rは早川

橋を渡るその後の軽便鉄道 （＊）

東
海
道
線
の
変
遷

東
海
道
線
が
走
り
は
じ
め
た
頃
、
大

船
か
ら
先
の
駅
は
藤
沢
、
平
塚
、
大
猥
、

こ

う

づ

国
府
津
の
順
に
拍
ん
で
お
り
、
中
で
も

大
隈
は
鉄
道
唱
歌
に

海
水
浴
に
名
を
得
た
る

大
礎
み
え
て
波
す
ゞ
し

と
あ
る
よ
う
に
、
健
康
志
向
の
人
々
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

国
府
津
ま
で
平
ら
な
線
路
を
走
っ
て

き
た
東
海
道
線
は
、
や
が
て
御
殿
場
ま

わ
り
の
急
坂
に
か
か
る
た
め
、
松
川
の

ゃ
●
●
た

次
の
山
北
に
は
機
関
庫
が
囲
か
れ
て
、

鉄
道
マ
ン
の
町
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
を
鉄
逍
唱
歌
は

い
で
入
は
く
ゞ
る
ト
ン
ネ
ル
の

れ

や
ま

前
後
は
山
北
小
山
駅

今
も
わ
す
れ
ぬ
鉄
橋
の

ド
ゆ
く
水
の
お
も
し
ろ
さ

東海道線ヽヽ
ー， ►大磯駅の今昔

現在の駅舎は大

，-、正13(1924) 

ヽ
年に竣工した木

追建築物です。

昔の写真に映る

右側4人の女性

たちは、高島田
~ 

に髪を結ってい；

るので、京浜か

らの遊興客と思

われます（＊）

◄ 大磯化粧坂踏
切の今昔。Rは

明治31年より前の単綜時代のもので、旧
東海道が映っています。踏切跡は現在、

歩行者用アンダーパス（トンネル） に （＊）

と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
東
海
道
線
最
大
の
難
所
を
避
けたん

る
た
め
に
掘
り
は
じ
め
ら
れ
た
の
が
丹

那
ト
ン
ネ
ル
で
し
た
が
、

地
質
が
悪
い

た
め
に
大
変
な
難
工
事
と
な
り
、
完
成

は
遅
れ
に
遅
れ
て
昭
和
九(
-九
―― •

四
）

年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
国
府
津
ー
熱
海
間
は
熱
海

線
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時

か
ら
こ
ち
ら
が
東
海
道
本
線
と
な
り
、

沼
津
ま
で
需
化
さ
れ
て
、

東
京
か
ら
霜

気

車
が
客
車
を
京
単
?
店
由
に
寸
っ

て
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
気
機
関
車
と
い
え
ば
、
丹
那
ト
ン

ネ
ル
開
通
の
二
年
後
に
生
ま
れ
た
の
が

流
線
型
の
E
F
五
五
型
で
、
当
時
は
絵

本
の
人
気
者
で
し
た
。
一

両
は
最
近
ま

で
時
々
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
引
い
て
ム
ー

ミ
ン
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
一
月
に
引
退
し
ま
し
た
。

一
方
、
同
府
津
~
殴
場
ー

沼
津
間

は
電
化
さ
れ
な
い
ま
ま
御
殷
場
線
と
い

う
支
線
に
変
わ
り
、
戦
時
中
に
複
線
が

単
線
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
御
殿
場
ま
わ
り
が
本
線
だ
っ
た

時
代
に
は
、
国
鉄
で
も
い
ち
ば
ん
強
力

な
蒸
気
機
関
車
が
こ
こ
で
使
わ
れ
、
中

で
も
明
治
四
十
五
(
-
九
―
-

i

)

年
に

は
、
ポ
イ
ラ
ー
の
下
に
紺
後
―

．組
の
走

り
装
器
を
持
つ
マ
レ
ー
式
の
機
関
車
が

ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
て
、

十
数
年
間
活
躍
し
ま
し
た
。

士；^

こ
の
、？
ち
ド
イ
ツ
製
の
一
両
は
、
万

世
橋
に
あ
っ
た
鉄
道
博
物
館
（
戦
後
は

交
通
博
物
館
と
な
る
）
で
ホ
ー
ル
の
中

央
に
爵
か
れ
て
米
館
者
に
お
な
じ
み
で

し
た
が
、
い
ま
で
は
大
宮
に
で
き
た
鉄

道
博
物
館
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲国府津駅の今昔。〶の写真左上の駅前には大正9年に姿を消した小田原電気鉄

道の路面電車の発着風景が映っています。東海道の列車が山北へ登る準備の駅

でしたが、 昭和9年に丹那トンネルが開通し、その役割を終えました （＊）

►山北駅南の鉄道公園に保存されるD52型70号蒸気
椴関車、昭和心年の電化まで活躇

▼山北駅で転車台に乗るアメ リカ製のマレー式槻関車 '• 
列車には前2台後1台の蒸気楼関寧がつきました（＊）

伽：
： -~ デ~ 泣
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小田急ロマンスカー
▲ SE (Special 

Express) 3000 

形は小田急の開業30周年を記念してさっそ

うと登場した名車両でした。後年、上段写

真のフェイスに変更していたデザインを元

のオリジナル（表紙）に戻し｀毎年10月の
鉄道展に海老名の雷車基地で公開しています。

フェイスのほか、車内の構造や空間も当時

の航空槻を思わせる気密感に溢れます

らか’’

▼小田急線洒匂!II橋梁。開業当時に急流
に架けられた橋が、ほぼそのままのかた

ちで80年以上にわたって使われています

▼東海道本線根府川駅の南、白

糸川に架かる白糸川橋梁 （大正14

年開通）は土木遺産認定の名橋

し一
で置

1
,
 

•• 
~` 

←→ - ; — — —• → 一
-- -'!''!"" ••"唖＼
. . ·•" -

: I(-~ 

熱海鉄道
⑮は小田原市早川口交差点近

くの人車鉄道小田原駅跡の碑、

Rは明治40年～大正12年に、熱海までの23

キロを2時間40分で走ったミニ機関車

豆
相
人
車
鉄
道
が
熱
海
へ

同
府
浮
ー
小
川
原
側
は
馬
車
鉄
道
か

ら
路
面
電
車
へ
、
そ
し
て
国
鉄
線
へ
と

移
り
変
わ
っ
た
と
記
し
ま
し
た
が
、
小

田
原
|
熱
海
間
に
は
も
っ
と
変
わ
っ
た

乗
り
物
が
明
治
―
じ
＇八

(
-
八
九
五
）

年
か
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。
全
線
開
通

は
翌
年
で
す
が
、
人
が
小
さ
な
客
車
を

押
す
人
車
鉄
道
で
す
。

こ
れ
を
作
っ
た
の
は
雨
宮
敬
次
郎
と

い
う
甲
州
出
身
の
実
業
家
で
、
東
京
か

ら
熱
海
の
温
泉
へ
保
禿
に
出
か
け
る
の

に
、
船
を
使
わ
ず
に
行
け
な
い
も
の
か

と
考
え
出
し
た
の
で
し
た
c

こ
の
区
間
に
は
山
が
迫
っ
て
お
り
、

崖
づ
た
い
に
線
路
を
敷
い
て
、
上
り
坂

で
は
人
夫
た
ち
が
カ

一
杯
に
客
車
を
押

し
、
下
り
坂
に
な
る
と
人
夫
も
そ
れ
に

飛
び
乗
っ
て
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
線
路

人
車
か
ら
蒸
気
、
電
気
機
関
車
へ

さ
て
豆
相
人
単
鉄
道
で
は
、
さ
す
が

に
こ
ん
な
危
な
っ
か
し
い
乗
り
物
を
い

つ
ま
で
も
走
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
い
う
わ
け
で
、
明
治
三
十
八
（

一

九
0
五
）
年
に
社
名
を
熱
海
鉄
道
に
変

え
る
と
小
型
の
蒸
気
機
関
車
が
客
単
や

貨
車
を
引
く
よ
う
に
し
、
併
せ
て
ゲ
ー

ジ
も
拡
げ
て
、
明
治
四
十
年
の
末
に
は

人
車
か
ら
汽
車
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
鉄
が
熱
海
ま
で
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
線
路

は
大
正
九

(
-
九
．
一0
)
年
に
当
時
の

大
日
本
軌
道
か
ら
同
鉄
が
買
収
し
て
、

熱
悔
線
の
開
通
ま
で
熱
海
軌
道
組
合
に

営
粟
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
、

小
田
原
|
其
餓
間
が
そ
の
二
年
後
で
あ

り
、
真
餞
ー
熱
海
間
は
さ
ら
に
そ
の
翌

を
こ
ろ
が
っ
て
い
く
と
い
、
？
も
の
で
す
。

f
そ
う
じ
ん
し
ゃ

こ
う
し
て
豆
相
人
車
鉄
道
は
旅
客
営

業
用
の
人
車
鉄
道
と
し
て
走
り
出
し
、

全
線
一
六
マ
イ
ル
余
り

（約
二」
ハ
キ
ロ
）

を
約
四
時
間
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
乗
り
物
に
も
上

，
中

，
下
等
の
別

が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
時
代
を
示
し
て

お
り
、
全
線
の
運
賃
は
下
等
が
五
0
銭、

中
等
が
七
五
銭
、
上
等
が

一
円
で
し
た
。

こ
ん
な
に
運
賃
は
高
い
の
に
、
狭
苦

し
い
車
内
に
数
人
が
押
し
込
め
ら
れ
た

ま
ま
四
時
間
も
揺
ら
れ
て
行
く
と
い
う

'
の
は
、
我
慢
強
い
当
時
の
人
に
と
っ
て

も
苦
し
い
旅
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

な
お
、
人
車
鉄
道
は
関
東
平
野
な
ど

で
い
く
つ
か
生
ま
れ
、
柴
又
ー
金
町
閲

に
は
帝
釈
天
へ
お
詣
り
す
る
人
の
た
め

に
帝
釈
人
克
鉄
道
が
で
き
て
、
京
成
電

鉄
金
町
線
の
i

則
身
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
、
関
東
大
震
災
で
線
路
が
壊
さ
れ
た

時
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
熱
海
の
駅
前
広
楊
に
は

旅
行
者
が
足
を
ひ
た
す
温
炭
の
そ
ば
に
、

細
長
い
煙
突
を
裔
く
突
き
出
し
た
小
さ

な
蒸
気
機
関
車
が
爵
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
そ
の
熱
海
軌
道
組
合
が
最
後
ま

で
走
ら
せ
て
い
た
ミ
ニ
機
関
屯
で
、
同

鉄
が
教
材
用
に
残
し
て
い
た
も
の
を
、

こ
う
や
っ
て
ゆ
か
り
の
地
に
展
示
す
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
大
正
十
一
．
年
の
関
東
大
震
災

わ

ぷ

か
わ

の
時
に
は
、
熱
海
線
の
根
府
川
駅
で
機

関
車
や
客
市
が
上
砂
に
押
し
流
さ
れ
て

崖
下
の
海
岸
ま
で
転
落
し
、
大
勢
の
死

麿
を
出
す
と
い
、ユ
串
故
も
あ
り
ま
し

た
。
大
震
災
で
は
小
田
原
電
気
鉄
道
で

も
登
111電
車
の
線
路
が
崩
れ
て
、
そ
の

復
旧
に
一
年
以
上
か
か
っ
て
い
ま
す
。

，
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斗椋
；ヽ・ 海軍用無煙火薬を造る

旧日本爆発物製造会社

の迎賓館として、英国人の設計

で明治心年にできた木造廷槃は、のちに海軍火薬廠や横浜ゴムと持ち主が変わり、

現在は平塚市総合公園に新装移築されています。国登録有形文化財です （＊）

・磯
,r 

大鍍
東海道線の蒸気横関車が走る2年前の明

治1時、軍医総監松本順は照ヶ崎に海か

明を開設させました。 30年頃には伊藤博文が滋
；閣(R)を構え、各界の大物の邸が並

びます。＊資料は大磯町掘土資料館蔵

,?" • ｀函罪守 • 
一_,.― . -

鼻..

. 、.
-・_: ..、 卜皇 ・ 姿`

つ、、t~ ~-,-..:誓雷己
.,, - - . ... 一..---

--← --、- aa&il~ 
賣．．·-·~ 

』

”

明
治
三
十
九
(
-
九
0
六
）
年
、
湘
南
馬
車
鉄

道
が
秦
野
ー
ニ
宮
間
で
営
業
を
開
始
し
、
大
正

秦
野
1
．
一宮

二
年
に
は
蒸
気
椴
関
車
を
導
入
し
て
湘

南
軽
便
鉄
道
と
改
称
し
ま
し
た
。
主
に

煙
互
や
、
そ
の
裏
作
と
し
て
生
産
が
盛

ん
に
な
っ
た
落
花
生
の
翰
送
が
ね
ら
い

で
し
た
が
、

「大
山
参
り
」
な
ど
の
旅

客
翰
送
に
も
当
た
リ
ま
し
た
。
当
時
の

農
業
関
係
者
の
発
展
に
賭
け
る
意
欲
と

経
済
力
を
物
語
り
ま
す
。
昭
和
十
二
年

に
事
業
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た

治35年に日本で6番目の電鉄会社として藤沢～片瀬 （現
江ノ島）問を開業、43年に小町まで全線開通しました。現在より2キロ長
い102キロで、駅の数は41。人力車な

どの反対で路線がジグザグです ＊）

四

』▼

-

a
lil1iii.., 

＝ 
鳥

．

果
樹
や
藷
菜
、
花
井
の
品
種
改
良
で
知
ら
れ
る
か
な

が
わ
県
°
R
は
そ
の

一
翼
を
担

っ
た
二
宮
の
ほ
立
農

一宮
業
試
験
場
園
芸
部

（＊
）
で
す
。
明
治
四
十

一
年
の
穀
置
で
、
当

初
の
目
的
は
、
小
高
い
丘
を
背
に
南
に
開
け
た
温
暖
な
二
宮
の

地
で
、
み
か
ん
を
主
に
果
樹
栽
培
の
研
究
と
実
験
を
す
る
こ
と

で
し
た
。
大
正
中
頃
に
は
菊
地
秋
雄
氏
の
手
で
菊
水
（
ナ
シ
の

三
水
と
呼
ば
れ
る
新
水
、
豊
水
、
幸
水
は
子
や
孫
に
当
た
る
）

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
平
成

七
年
の
廃
場
後
は
、

一
部
が

貴
重
な
原
木
を
残
す
二
宮
果

▲一

樹
公
国
に
な
っ
て
、
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す

d

贔

~ 

小
田
急
名
物
は
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

小
田
原
駅
に
発
若
し
て
い
る
私
鉄
に
、

小
田
原
急
行
鉄
道
、
現
任
の
小
田
急
電

鉄
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
（
一
九
二
七）

年
に
新
宿
か
ら
の
八
三
キ
ロ
を

一
気
に

uだ
の

開
き
、
序
木
、
伊
勢
原
、
秦
野
と
い

っ

た
内
陸
部
の
町
々
が
東
京
と
結
ば
れ
、

発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。小
田
急
は
、
箱
根
方
面
へ
の
観
光
客

を
運
ぶ
た
め
、
戦
後
早
く
か
ら
特
急
口

マ
ン
ス
カ
ー
を
走
ら
せ
ま
し
た
が
、
昭

和
三
十
二
年
に
生
ま
れ
た
一
―

C0
0
0形

S
E車
は
、
完
全
な
流
線
型
を
し
た
特

急
用
の
設
計
で
、
車
体
は
と
く
に
軽
く

つ
く
ら
れ
、
東
海
道
本
線
で
の
試
運
転

で
時
速
一
四
五
キ
ロ
と
い
う
狭
軌
と
し

て
の
世
界
速
度
記
録
を
作
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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はくうんどうちゃえん

白雲渭茶苑
..a.@右は鈍翁時代

の白鹿湯。左は白

雲洞の奥の仏間に

飾られた鈍翁、三

渓、耳庵の遺影。

Rは白雲洞の囲炉

裏の前から庭を見

た光景。鈍翁は強

羅近辺の農家の古

材で七畳敷の茶室、

田舎家の席を作り

ました。床柱は耳

廃が天平の柱に作

り替えたものです ▲鈍翁時代の未簗庵。白雲洞茶苑は白雲洞、不染庵、寄付、

対字斎の四茶室と白鹿湯（風呂場）の五棟から成り、 すべ

てが国産銭有形文化財 （以下ではR)で、 見学できます
•
—-|." 

▲＠は大正11年に白嚢洞を引き継いだ原三没（横浜の生糸貿易の豪商）が増築し
た、居室を兼ねた八畳の茶室 ［直免釜」e 広縁の正面に大正年間に始まった大文

字焼の大の字を望み、四畳の立水屋が付く。Rは石炉をもつ四畳半席の蕎符の

内外。鈍翁時代のもので、東南角の曲木のために面白いかたちをしています

日
本
一

の
近
代
和
風
楼
閣
建
築
群

江
戸
時
代
末
に
刊
行
さ
れ
た

「旅
行

用
心
集
で
は
「
箱
根
七
湯
は
い
ず
れ

も
優
れ
た
温
泉
（
効
能
）
で
、
江
戸
か

ら
近
く
て
途
中
の
果
色
も
よ
く
、
関
所

の
毛
削
な
の
で
R
本
一
繁
盛
し
て
い
る
」

と
箱
根
を
紹
介
し
、
湯
宿
は
七
湯
で
四

七
軒
と
記
し
て
い
ま
す
。

横
浜
居
留
地
で
日
刊
英
字
紙
を
発
行

す
る
英
国
人
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
明
治
四
年

に
「
今
で
は
宮
ノ
下
、
箱
根
辺
り
ま
で
、

男
女
の
外
国
人
が
好
ん
で
遊
111で
き
る

よ
う
に
な
り
、
地
元
民
も
歓
迎
し
て
い

る
」
と
者
き
ま
し
た
。

か
ゃ

ぶ

当
時
の
箱
根
の
湯
宿
が
全
て
茅
鉗
き

の
中
で
、
同
十

一
年
に
横
浜
神
風
楼
屯

人
山
口
仙
之
助
が
外
国
人
専
用
の
洋
式

ホ
テ
ル
と
し
て
宮
ノ
下
に
創
業
し
た
の

が
富
上
屋
ホ
テ
ル
で
す
。
同
十
六
年
に

宮
ノ
下
の
大
火
で
全
焼
し
ま
し
た
が
翌

年
に
は
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
最
も
古
い
建
物
は
本
館
で
同
―

―

十
四
年
、
食
堂
棟
や
化
御
殿
は
昭
和
の

建
築
で
す
。
五
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
牧

場
を
持
っ
て
牛
や
豚
を
飼
い
、
チ
ー
ズ
、

バ
タ
ー
ま
で
自
給
し
て
い
ま
し
た
。

ば
ん
す
い
ろ
う

明
治
十
一
一年
に
は
湯
本
の
祗
翠
楼
福

住
が
、
五
年
を
か
け
て
い
ま
も
残
る
洋

館
に
建
て
替
え
て
い
ま
す
。
や
が
て
、

湯
本
ま
で
馬
車
鉄
道
が
通
？
と
、
箱
根

ろ
う
か
く

の
多
く
の
旅
館
は
瓦
葺
き
の
楼
閣
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

強
羅
の
荒
野
を
高
級
別
荘
地
に

業
ま
で
馬
車
や
電
車
を
走
ら
せ
て

い
た
小
田
原
電
気
鉄
道
は
、
大
正
――
―ー

八
年
に
、
当
時
は
温
泉
も
出
な
い
荒
野

だ
っ
た
強
羅
莉
十
万
平
米
の
開
発
に
渚

手
。
唄
気
に
水
を
掛
け
て
温
泉
を
つ
く

る
な
ど
し
て
一

七
0
区
画
の
高
級
別
荘

地
を
売
り
出
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
．
二
井
財
閥
を
育
て
卜
げ
て

小
田
原
に
引
退
し
て
い
た
益
田
孝
の
助

力
を
得
ら
れ
た
の
で
「
俄
成
金
に
は

一

切
売
ら
ず
」
に
、
電
力
界
の
雄
松
‘氷
安

左
ヱ
門
や
＿―-井
高
菩
な
ど
の
紳
十
を
強

羅
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま

す
。
（
露
認
品
恥
託
罪
心
鴨
謡
）

強
羅
公
園
内
の
土
地
を
贈
ら
れ
て
益

田

(11
茶
人
・
鈍
翁
）
が
建
て
た
白
雲

洞
は
、
三
渓
•
原
宮
太
郎
、
耳
庵•
松

、
委
左
ヱ
門
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

面

に
駆
け
登
っ
た
旅
館
、
別
荘
た
ち
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箱根の宿 「温泉はやっばり珈艮が一蕃だね」
と温泉好きからいわれる理由の一

つは、日本一の豪壮な和風旅館這築群があるこ 町
i 

とでしょう。これら時間と空間を超えた体験力く立

できる国指定有形文化財の宿からいくつかをご士
癌

紹介します ◄▲宮ノ下の富士屋ホテルの今昔。
蘊はじめ7棟が近代化産業遺産です [ 

蔵

~ 
門聞閾

- 』~ -_,_;.,__ -...:: 
~-~ 

｀ 

►

環
翠
船。
宿
の
名
は
伊
藤
博
文
の
明
治
―-
＋三
年
の
掲
衡
に
ち
な

み
、
そ
の
前
は
鈴
木
楼、

元
湯
。
塔
之
沢
最
古
の
湯
宿
で
、
現
在
の
廷

築
物
は
大
正
八
年
に
、
当
時
の
景
高
の
賛
を
尽
く
し
て
つ
く
り
ま
し
た

◄

福
住
棲
の
バ
ー

ル
ー
ム
「
帰
郷」
。
大
佛
次
郎
が
半
年
問
投
宿
し
て

執
筆
し
た
小
説
の
類
名
で
す
。
文
人
に
愛
さ
れ
た
宿
で
知
ら
れ
ま
す

怠ー

＠問い合わせ先

箱根町立郷土資料館

小田原市掘土文化館

大磯町郷土資料館

箱根町総合観光案内所

ff 0460-85-7601 
名 0姻・怨1377

も 0463-61-4700

n 0460-85-5700 

.,,薩叫住。旧館は近くの白

石を使った県最古の擬洋風建築物

で「かながわの廷築物100選」に

I 
Q
 

▼吉池の庭園内に残る旧岩崎家別邸 （明治37

年築）。銘木、銘石、渓流を配した一万坪の

庭園も、春夏秋冬見事な眺めです

—• 一丙-厖，
小田原板橋

▲老欅荘は徐々に増築され

ました （＠）。現在は広大な

庭園や「葉雨庵」 （〶左、大正1 3年染の茶室、
⑲)共々一般に公開、使用にも供されます

▲古稀庵。 明治40年に山縣有朋が渠造した

本邦初の自然主義的和風庭園です。近代日

本庭園の傑作の名に恥じぬたたずまいです

►

山
月
。
い
ま
は
割
烹
旅
館
で
す
が
、
元
は
共
寿
亭
と
い
っ

て
、
大
倉
財
閥
の
創
骰
者
の
大
倉
喜
八
郎
の
別
邸
で
し
た
。

当
時
の
雰
囲
気
か
色
濃
く
漂
っ
て
い
ま
す

(@
)

負`

口

＂ 
一

小
田
原
板
橋
に
営
ま
れ
た
名
園
別
荘

小
田
原
城
の
城
山
の
南
麓
、
早
川
の

流
れ
と
東
海
追
、
そ
し
て
相
模
湾
を
見

下
ろ
す
小
田
原
板
橋
は
、
古
く
か
ら
大

寺
が
立
ち
並
ぶ
要
衝
の
地
で
し
た
。

山
と
海
、
さ
ら
に
川
口
を
望
む
南
斜

面
と
い
う
、

景
勝
地
の
条
件
が
す
べ
て

整
っ
て
い
た
た
め
、
小
田
原
ま
で
電
車

が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
明
治
―――

十
九

(
-九
0
六
）
年
に
益
田
鈍
翁
が

そ
う
う
ん
だ
い

二
万
坪
余
の
掃
案
台
を
造
営
す
る
な
ど
、

多
く
の
邸
宅
名
園
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

松
永
耳
庵
が
、
昭
和
二
十

一
年
に
板

ろ
う
A
よ
そ
う

棉
に
老
欅
荘
を
建
て
転
居
し
た
の
は
、

鈍
翁
の
茶
会
に
招
か
れ
て
、
原
―二
淡
ら

と
共
に
度
々
板
橋
を
訪
れ
て
い
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
強
羅
の
白
雲
洞
を
原
家
か

ら
譲
り
受
け
た
の
は
、
i

二
淡
が
没
し
た

翌
年
昭
和
十
五
年
の
こ
と
で
し
た
。

~
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‘ 
平
成
十
八
年
度
の

「第
卜
四
回
神
奈
川
県

商
業
従
業
者
海
外
派
造
団
」
に
参
加
し
て
、

北
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ロ
ー
ナ
と
ミ
ラ
ノ
、
そ

し
て
ド
イ
ツ
中
部
の
都
市
シ
ュ
ッ
ッ
ト
ガ

ル
ト
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
社
長
か
ら
、

「直

接
会
社
の
仕
事
に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
く
と
も
、

人
間
的
な
幅
を
広
げ
る
た
め
に
も
い
い
経

験
に
な
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
、
仕
事
の
面
で
も
大
い
に
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
社
は
、
お
酒
の
つ
ま
み
を
中
心
に
食

究
極
の
「
お
？
否
み
」
と
は
？

上右／ワインに合う嗜好品が並ぷ展示棚。上左／営業担当の前迫敬介さん。机の上

には担当の商品が。中上／社長の多田政弘さんと。後ろの写真は、 「枝付き干しぶ

どう」の生産者ドン・キジリアンさん。中下／本社社属。下は、視察先ペローナで。

右から、団員と。ワイナリー 「ペルタニ」 の前で。古代ローマ時代の円形劇場。

＂ 

し

こ

う

ひ

ん

“

ろ

し

u
器
好
品
の
製
造
と
卸
を
や
っ
て
い
ま
す
。

私
は
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
頭
の

中
は
い
つ
も
お
酒
と
食
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

（相
性

•

取
り
合
せ
）
の
こ
と
ば
か
り
で
、

お
酒
に
合
う
究
極
の
お
つ
ま
み
と
は
何
か

な
ん
て
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
ワ
イ
ン
や
ピ
ー
ル
に
は

伝
統
と
文
化
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
国
の

視
察
は
楽
し
み
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
元
産
の
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り

参
加
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
飲
食
関
係
者

で
し
た
の
で、

視
察
先
も
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

ス
ー
パ
ー
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア

（惣
菜
店
）
、

ワ
イ
ン
バ
ー
、
ケ
ー
キ
店
、

ス
ロ
ー
フ
ー

ド
レ
ス
ト
ラ
ン
、
リ
カ
ー
シ
ョ

ッ
プ
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
店
、
そ
れ
に
自
家
製
ビ
ー
ル
店

な
ど
飲
食
関
係
の
専
門
店
が
中
心
で
し
た
。

私
が
担
当
し
た
視
察
先
は
、
ベ
ロ
ー
ナ

の
ワ
イ
ン
バ
ー
と
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア
で
し

た
が
、
し
っ
か
り
し
た
経
営
方
針
と
自
信

の
あ
る
商
品
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
ね
。

―
つ
に
は
、
地
域
に
密
芯
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
ペ
ロ
ー
ナ
の
よ
う
な
小
さ
な
町

の
専
門
店
の
場
合
は
、
と
く
に
そ
う
で
し

た
が、

あ
く
ま
で
地
元
産
の
ワ
イ
ン
や
食

19 18 



戸上／籍伽域の総合真守といぅ蘊崖神社本殿。右中／江戸城築造で知られる太田

韮の墓．稽凪 右下／江戸時代初期の創達と伝わる伊勢原大神宮。二社殿形式（内

宮、外宮を別々に奉祭）の社殿が有名。左中／子供に科学の楽しさを伝える 「伊勢

原市立子ども科学館」。 左上は展示コーナー。左下／横浜銀行伊勢原支店。

前
迫
散
介

（ま
え
さ
こ
・
け
い
す
け
）

●
昭
和
勾
年
、
伊
勢
原

市
生
ま
れ
。
一凸
校
卒
業
後
、
龍
屋
物
産
⑲
営
業
部
に
。
食
品
嗜

好
品
全
骰
を
扱
っ
て
い
る
。

※
聞
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
で
は
、
事
業
の
―
つ
の
柱

と
し
て
、
平
感
匹
年
よ
り
神
奈
Jll奥
の
商
業
従
業
者
の
方
を
対

象
に
「
神
奈
川
県
商
業
従
業
者
海
外
派
遺
事
業
」
を
主
催
。

海

外
の
商
業
文
化
を
視
察
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

●裏郎旦神社

請屋物度（株）． ． 
伊彎原警察薯

． 
fll勢1!1大神宮

゜

• ●子ども科学館． 
伊勢原市役所

横浜鱗行

fll勢厚支店／

藷屋物産（株） ●伊勢原市田中803-1

霞0463-95-4388 FAX 0463-95-4399 

最寄駅は、小田急小田原繰伊勢原駅

http://www.tatsuyabussan.co.jp 

ヽ
材
に
こ
だ
わ
り
、
地
元
の
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、
提

案
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が

一
貫
し
て

い
ま
し
た
。
同
じ
地
域
に
何
軒
も
の
競
合

店
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
競
合
店

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
地
元
の
ワ
イ
ン
を
矧
っ

て
も
ら
う
の
は
い
い
こ
と
だ
か
ら
」
と
い

う
具
合
で
す
。

ま
た
、
ミ
ラ
ノ
で
は
創
業
百
年
の
リ
カ
ー

シ
ョ
ッ
プ
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
特
別
な
宜

伝
も
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
も
せ
ず
に
、
つ
ね

に
第
一
線
で
い
ら
れ
る
の
は
、
結
局
、
尚

品
の
n
栂
秘
晶
涼
伶
¥
]
届
い
て
い
る
こ
と
と
、

店
主
の
人
柄
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
ね
。
こ
こ
で
は
ワ
イ
ン
農
家
と
契
約
し

て
自
社
プ
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
ン
を
製
造
・
販

売
し
て
い
ま
し
た
が
、
廂
品
に
対
す
る
自

信
は
相
当
な
も
の
で
、
こ
れ
を
薦
め
る
熱

意
も
半
端
で
は
な
か
っ
た
。
「
い
く
ら
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
し
て
い
て
も
、

一
対

一
の
対
面
販
売
が
重
要
な
ん
だ
」
と
い
う

こ
と
を
熱
心
に
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

派
遣
団
に
参
加
し
て
か
ら
、

＿一
年
ほ
ど

経
ち
ま
す
が
、
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
も

つ
こ
と
と
、
地
元
の
お
客
様
を
た
い
せ
つ

に
す
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
仕
事
の
基
本

神
奈
川
に
生
ま
れ
た
も
の
と
し
て

L

-

o . 250m 

（談）

だ
と
い
う
こ
と
を
切
実
に
感
じ
て
い
ま
す
。

い
い
商
品
を
開
発
し
、

自
信
を
も
っ
て

お
客
さ
ま
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
神
奈
川
に

生
ま
れ
育
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
仕
事
を

と
お
し
て
少
し
で
も
地
元
に
貢
献
し
た
い
、

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
元

（神
奈
川
）
の
地
洒
と
セ

ッ
ト
に

し
た
お
つ
ま
み
を
提
案
し
た
り
、
地
元
の

食
材
や
食
文
化
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
、
派
遣
団
に
参
加
し
た
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
財
団
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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